衛生工学実験水質試験の手引き（ジャー）

１．ジャーテスト（水道原水の凝集反応試験）
１．目標
（1） ジャーテストにより，凝集剤の注入量と凝集状態の関係を調べ，凝集操作を理解する．
（2） 最良の凝集状態を得るための最適薬品注入量を明らかにする．
２．器具および試薬（器具及び試薬のフォルダ参照）
（1） ジャーテスター（朝日理化工業社製）
（2） 濁度計
（3） pHメーター
（4） ビーカー
（5） ピペット
（6） カオリン懸濁液　0.2g／L
（7） 硫酸アルミニウム溶液（硫酸バンド）　10g／L （Al２(SO４)３として）
（8） 炭酸水素ナトリウム　10g／L（アルカリ助剤）
（10） 精製水
３．操作

（1） ジャーテスターの薬品準備
1 ジャーテスターの各ビーカーにカオリン懸濁液1000mlを濃度が一定になるように注意して正確に入れる．
2 炭酸水素ナトリウム溶液をビーカー上方の左の管に2mlを加えてアルカリ度を増す．
3 硫酸アルミニウム溶液をビーカー上方の右の管にデータシートで指示された量を加える．
（2） 急速攪拌
1 ジャーテスターにて，急速攪拌（回転数：100rpm）を行う．攪拌器とビーカーが当たらないようビーカーの位置に注意する．
2 急速攪拌開始後数分後に，ビーカー上方の回転軸を回して，手早く所定の量の炭酸水素ナトリウム溶液・硫酸アルミニウム溶液を加える．
3 薬品添加終了後，タイマーで計時して，データシートの「時間変化と観察コメント」に記録する．この間に微小のフロックが肉眼で観察できる程度に成長するので，発生時間等を正確に観察する．
（3） 緩速攪拌
1 急速攪拌5分が経過したら，緩速攪拌（回転数：25rmp）に切り替える．この間に微小のフロックが大型のフロックに成長し，また攪拌軸の直下に沈殿するので，観察を要する．
2 20分を経過したら，上澄み液を測定に要する量だけ取り，pH，濁度を測定する．
（4） pHの測定

ガラス電極法により行う．
（5） 濁度の測定

（6） 終わり
1 6個のビーカーの液を測定し終わったら，攪拌を停止する．
2 濁度、pHと凝集剤の注入率の関係を図示せよ．最も低い濁度のものにより，最適注入率が求められる．
４．関連知識
（1） フロックの形成
第一段階・・（化学）凝集：懸濁微粒子表面の荷電状態などの物理化学的要．
第二段階・・フロックの形成：フロック相互の衝突で，フロックが合一・成長するもので，流体力学的な要因．
（2） ゼータ電位

懸濁微粒子表面の荷電状態は複雑で，クーロン力（斥力）やファン・デル・ワールス力（引力）を作り出す．「ゼータ電位」が0mVのとき，最適注入量を示す．
（3） pH値

ｐＨ値とは，水素イオン濃度の逆数の常用対数である．水はいろいろの塩類，遊離炭酸，まれには鉱酸，有機塩などを種々の割合に含んでいるものであって，その割合によって，中性，酸性またはアルカリ性を呈するが，理化学的あるいは生物学的作用によってその割合が変わると，その水素イオン濃度も変わってくる．その水素イオン濃度の変化は微小のため比較に不便なため，これを簡単な数値にするためその逆数の常用対数をもって示すようにしたものである．ｐＨが7のときは中性，これより数値が高い場合はアルカリ性，低い場合は酸性である．湖沼や貯水池などでは藻類の大発生により炭酸平衡がくずれｐＨが10近くになる場合もある．地表水ではｐＨは普通６～8の間にある．
（4） ガラス電極法

検水中にガラス電極と比較電極をいれ，両電極間に生じる電位差を測定し，pH値を求める方法．
（5） 濁度
濁度とは，水の濁りの程度を示すものである．土壌その他浮遊物質の混入，溶存物質の化学的変化などによるものであり，地表水においては降水の状況などによって大幅な変動を示す．
精製水1L中にカオリン1mgを含む場合の濁りを1度とする．
（6） 透視比濁法

水中を透過する光が分散粒子によって反射または散乱して透過量を減じる度合いを肉眼により比較測定する方法．
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